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人間・社会系部門
坂本研究室　修士課程２年

齊藤　稜河
　このたび、2025年６月に開催された日
本音響学会 騒音・振動研究会に参加し、

「学生優秀発表賞」を受賞いたしました。
本発表では、東京都内で敷設が進む遮熱
性舗装における、乗用車の走行騒音の実
測によって得られた、パワーレベルや周
波数特性などの結果について、報告をい
たしました。本受賞に際しまして、日頃
よりご指導頂きました坂本慎一教授をはじめ、研究を支えてくださ
る研究室の皆様に深く感謝申し上げます。

　前号の掲載に誤りがありましたため、右記
の通り、再度掲載をさせていただきます。
　関係者の皆様にはご迷惑をおかけしました
ことを心よりお詫び申し上げます。
　今後はこのようなことがないよう、確認体
制を強化し、再発防止に努めてまいります。
　何卒ご理解賜りますようお願い申し上げ
ます。

■受賞のことば

物質・環境系部門
立間研究室　修士課程２年

小針　拓己
　この度、2025年電気化学秋季大会に
おいて、優秀学生講演賞を受賞いたし
ました。本発表では、プラズモン誘起
電荷分離（PICS）と近接場光触媒反応
を組み合わせた、キラルTiO₂-Agナノ
複合体の新奇作成手法について報告い
たしました。本受賞に際しまして、日
頃よりお世話になっております立間徹
教授、イスンヒョク特任助教、ならびに研究室のメンバーに心
より感謝申し上げます。

物質・環境系部門
大内研究室　修士課程１年

大川　敦也
　この度、一般社団法人資源・素材学
会関東支部「第22 回『資源・素材・環境』
技術と研究の交流会」にて優秀ポスター
賞を受賞いたしました。本発表では、
希土類元素を用いたチタン融液の脱酸
と、凝固精製による不純物除去を組み
合わせた高品質チタンの連続製造プロセ
スの開発について発表いたしました。本
受賞に際して、日頃からご指導頂いている岡部徹教授、大内隆成
講師、鳴海大翔講師、研究室の皆様に心より御礼申し上げます。

物質・環境系部門
立間研究室　博士課程１年

髙橋　輝
　この度、2025年電気化学秋季大会に
おいて優秀学生講演賞を受賞いたしま
した。本研究では、アキラルなAuナノ
粒子に円偏光下でAgを析出させてキラ
ルナノ構造体を作製し、そのキラル形
状化過程と光学応答について報告いた
しました。指導教員である立間徹教授
をはじめ、日頃より研究をご支援いた
だきました皆様に心より感謝申し上げます。今回の受賞を励み
として、今後も一層研究に精進してまいります。

人間・社会系部門
桑野研究室　博士課程２年

Hu Hanli
　I am honored to have received the Excellent 
presentation Award at the 60th Japan National 
Conference on Geotechnical Engineering. In this 
presentation, I reported on the triaxial compression 
behavior of steelmaking slag—an industrial by-
product with hydraulic properties—as a potential 
geomaterial. I would like to express my sincere 
gratitude to Professor Reiko Kuwano for her 
invaluable guidance, and to all the members of 
our laboratory for their constant support throughout this work. Although this 
research is still in progress, I remain committed to advancing it with even greater 
dedication in the future.

A W A R D S

人間・社会系部門
桑野研究室　修士課程１年

湯木　熙
　この度、第60回地盤工学研究発表会
において優秀論文発表者賞を頂戴いた
しました。本発表では、海上貨物輸送
に携わるばら積み貨物船に着目し、そ
の底板変形に伴う粒状体貨物内のアー
チング効果と鉛直動的土圧についてご
報告させていただきました。日頃から
ご指導いただいております桑野玲子教
授をはじめ、共同研究者である日本海事協会の皆様、ならびに
研究を支えてくださる研究室の皆様に心より感謝申し上げます。

人間・社会系部門
桑野研究室　修士課程１年

渡邉　真一郎
　この度は、応用力学シンポジウム、
地盤工学会研究発表会、日本道路会議
において栄えある賞をいただき、大変
光栄に存じます。これもひとえに、指
導教員をはじめ、研究にご指導、ご協
力いただきました全ての方々のご支援
の賜物であり心より感謝申し上げます。
本研究では、河川橋脚の局所洗掘抑制
メカニズムの解明や、3Dプリンティング技術の導入など、学際
的なアプローチを通じて新たな知見を得ることができました。
今後とも多様な視点から研究を進め、産官学の連携を深めなが
ら、道路・地盤・土木工学・計算工学の発展と社会課題の解決
に貢献できるよう、より一層精進してまいります。
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情報・エレクトロニクス系部門
松浦研究室　修士課程２年

姜　皓程
　この度、コンピュータセキュリティ
シンポジウム（CSS2025）において学生
論文賞を受賞いたしました。本研究で
は、「この通信が本物である」と誰もが
確認できる新しい仕組みTLS２VCを提
案し、分散Notaryによる構成で単一点
に依存しない安全性を理論的に示すと
ともに、プロトタイプ実装を通じて有
効性を確認しました。本受賞に際しまして、指導教官の松浦幹太
教授、ならびに共同研究者であるNTT株式会社社会情報研究所
の張一凡氏（松浦研究室博士課程３年）をはじめ、研究室の皆様
に深く感謝申し上げます。

基礎系部門
町田研究室　修士課程２年

荻田　俊貴
　この度、第68回フラーレン・ナノ
チューブ・グラフェン総合シンポジウ
ムにおいて、若手奨励賞、Journal of 
Materials Chemistry A賞を受賞いた
しました。本発表では六方晶窒化ホウ
素（h-BN）/グラフェン/黒リンにおけ
るバルク光起電力効果についての研究
成果を報告いたしました。本受賞に際
して、ご指導いただきました町田友樹教授、本学 理学系研究科 
張奕勁准教授をはじめ、研究室の皆様に心より御礼申し上げま
す。

機械・生体系部門
梶原研究室　修士課程２年

山本　萌未
　この度は2025年度精密工学会秋季大
会学術講演会においてアドバンスト・
ベストプレゼンテーション賞をいただ
き光栄に思います。本研究はパッシブ
型散乱型近接場顕微鏡を構築し物質由
来の長波長赤外光を計測することで高
分解能な温度計測を行うことを目的と
し、広波長帯域を検出可能な検出器に
よって計測を行いました。ご指導いただいた梶原優介教授をは
じめ、支えてくださった方々に心から感謝をするとともにこれ
からも一層研究に励んでいきたいと思います。

機械・生体系部門
梶原研究室　博士課程２年

周　哲遠
　I am deeply honored to receive the 
Best Presentation Award at the 2025 
Autumn Meeting of the Japan Society 
for Precision Engineering. In this study, 
our goal was to obtain near-field signal 
spectrum from various materials using an 
improved passive terahertz microscope. 
This presentation served as a preliminary 
investigation to clarify the actual operating range of our newly 
developed tri-color sensor. I would like to express my sincere 
gratitude to Professor Kajihara and everyone in our laboratory for 
their guidance and support. This award encourages me greatly, and 
I will continue to work hard to advance our research.

物質・環境系部門
砂田研究室　博士課程２年

岩本　秀光
　この度、錯体化学会第75回討論会に
て、学生講演賞を受賞いたしました。
本発表では、亜鉛−カルベン炭素上に
π結合性の空軌道を有する可視光応答
性亜鉛単核錯体の合成と、その構造特
性や可視光物性について報告しました。
日頃からご指導いただいている砂田祐輔
教授、和田啓幹助教をはじめ、本研究
に携わる皆様に心より感謝申し上げます。今回の受賞を励みに、
今後もより一層研究活動に邁進してまいります。

物質・環境系部門
砂田研究室　博士課程２年

菅　雄翔
　９月に岡山で開催された第71回有機
金属化学討論会にて、「Deoxygenative 
Formation of Iron-Carbene Complexes 
from the Reaction of the Iron-Disilyl 
Complex and Carbonyl Compounds」と
いうタイトルの口頭発表を行い、口頭
発表賞を賜りました。本発表では、鉄–
ケイ素結合の反応性を駆使した鉄カル
ベン錯体合成法の確立、およびその実験的・理論的な機構解析
について報告しました。念願の舞台で発表でき、さらに評価し
ていただけて大変光栄です。

人間・社会系部門
本間（健）研究室　修士課程修了

石塚　洋多
　この度、ヒューマンインターフェー
スシンポジウム2025にて、ショートビ
デオ最優秀賞を受賞いたしました。本
研究では、簡易脳波計と瞬間調光パネ
ルを組み合わせ、生体情報により動的
に変化する建築空間の可能性を探索
し、その様子を動画にしました。今回
の受賞に際し、ご指導いただきました
本間健太郎准教授をはじめ、田端祥太助教、研究室の皆様、そ
して支えてくださった全ての方々に心より感謝申し上げます。

機械・生体系部門
山川研究室　博士課程２年

川脇　優輝
　この度、2025 IEEE International 
Conference on Cyborg and Bionic 
Systems (CBS)において、Best Cyborg 
Award Finalistに選出いただきまし
た。本発表では、人の反応速度を超え
るフィードバック周波数で電気刺激を
与えた際に生じる、腕の制御性能と
フィードバック周波数の関係を検証す
ることを目的として、最大1000 Hzでの視覚フィードバックおよ
び電気刺激が可能なシステムの設計と、その予備実験の結果につ
いて報告いたしました。本受賞にあたり、日頃よりご指導いた
だいている山川雄司准教授、東京理科大学 黄守仁講師をはじめ、
研究室の皆様に心より御礼申し上げます。
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基礎系部門
町田研究室　修士課程２年

西村　有紗
　この度国際会議16th International 
Conference on Research Progress in 
Graphene and 2D Materials Research 

（RPGR2025）にてポスター発表を行い、
2.5DM Student Awardを受賞致しまし
た。本研究ではReSe2/h-BN/ReSe2ファ
ンデルワールスヘテロ接合における共鳴
トンネル効果を実証し、負性微分抵抗を
観測しました。町田友樹教授、守谷頼特任准教授、木下圭助教を
はじめとする、研究を支えて下さった全ての皆様に感謝致します。

基礎系部門
町田研究室　博士課程２年

辻　悠基
　この度、16th International Conference 
on Research Progress in Graphene and 
2D Materials Researchにおいてポスター
発表を行い、2.5DM Student Awardを
受賞いたしました。本研究は二次元層
状絶縁体の原子欠陥を介して光電流を
検出することで、ナノスケール光検出
への応用を目指すものです。町田友樹教
授、守谷頼特任准教授をはじめ、日頃よりご指導いただいている
研究室の皆様と、素晴らしい結晶を提供いただきました渡邊賢司
博士、谷口尚博士に深く感謝申し上げます。

物質・環境系部門
砂田研究室　修士課程１年

馬場　大夢
　この度は第29回ケイ素化学協会シン
ポジウムにてポスター賞を受賞しまし
た。本発表では、Polysilaneという物
質上に担持されたニッケル触媒の合成
と、その触媒が様々な芳香族化合物
の水素化反応に有用であることを報告
いたしました。本受賞に際して、ご指
導いただきました砂田祐輔教授をはじ
め、砂田研究室の皆様に深く感謝申し上げます。

駒Ⅱ音楽祭　2025 年度第３回を開催
　本所および本学 先端科学技術研究センター（先端研）の共催として開催されて
いる駒Ⅱ音楽祭、今年度の第 3 回公演が、11月17 日（月）19 時より本所 S 棟
プレゼンテーションルームにて開催されました。
　今回は日本人では 3 人目となる、ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団定期公
演へのデビューでも話題を集める指揮者、山田 和樹（先端研 先端アートデザイ
ン分野アドバイザー）による「ヤマカズ音楽教室」。受講生は新進気鋭の演奏家、
今井 理子（ピアノ）と柴田 花音（チェロ）。山田の簡潔な言葉と圧倒的な存在感
のもとで、短時間に二人の演奏が変化していく様子は達人による教えの本質を凝
縮して示しているかのようでした。山田と親交の深いピアニスト、長尾 洋史と山田
による２台ピアノ版「ラ・ヴァルス」の演奏というサプライズもあり、駒Ⅱならでは
の愉しさと迫力に満ちた公演となりました。

A W A R D S

機械・生体系部門
北澤研究室　博士課程２年

白　申逸
　この度は、12th East Asian Workshop 
for Marine Environment and Energyにお
いて、Best Presentation Awardを受賞い
たしました。本発表で規則波における2
点係留網生簀の運動応答に着目し、水槽
模型実験および数値シミュレーションの
結果と考察を報告いたしました。本受賞
に際して、日頃よりご指導いただきまし
た北澤大輔教授をはじめ、横浜国立大学 村井基彦教授、東京海洋
大学 董書闖准教授、横浜国立大学 修士課程２年の矢能元気さん、
研究活動を支えてくださっている皆様に深く御礼申し上げます。
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International Mixer
・Halloween Festival
　2025年10月31日（金）、本学 先端科学技術研究センター（先端研）と共催でハロウィンイベントを開催しました。両所に所属する留学生、
日本人学生、研究員等が主体となって企画運営を行い、トリック・オア・トリートにちなんだ研究室めぐりのほか、紙ランタン作りやゲームコー
ナーが設けられました。各研究室を訪問するスタンプラリーでは、先端研の構成員には本所の研究室のスタンプカードを、本所の構成員には先
端研の研究室のスタンプカードを配布し、普段接する機会が少ない他研究所の研究室への相互訪問が促されました。仮装コンテストも好評で、
各所で笑い声や和やかな会話が弾み、学生・教職員間の交流の輪が広がる様子が見られました。悪天候にもかかわらず、多くの留学生を含む
174名の参加を得て、盛況のうちに終了しました。

　On October 31, 2025, a Halloween event was held on Komaba 
Research Campus, co-hosted by IIS and RCAST. International and 
Japanese students from both institutions took the lead in planning and 
organizing the event. Activities included a trick-or-treat style lab tour, 
paper lantern making, and a game corner. For the trick-or-treat stamp 
rally, RCAST members received stamp cards for IIS labs, while IIS 
members received stamp cards for RCAST labs, encouraging mutual 
visits － a rare opportunity for many. The costume contest was another 
highlight, with laughter and friendly conversations fi lling the air at every 
location, fostering stronger connections among students, faculty, and 
staff . Despite the inclement weather, the event concluded successfully 
with 174 participants, including a large number of international students.

・Tulip planting
　2025年11月26日（水）、今年もチューリップの球根とお花を植えるイベントを開催
しました。オランダのトウェンテ大学MESA＋研究所からのギフトとして始まった本
イベントでは、学生・教員・職員が一体となってキャンパスを彩り、参加者同士の交流
を深める温かなひとときとなりました。

　On November 26, 2025, we held our annual tulip bulb and fl ower planting 
event. Beginning as a gift from the MESA+ Institute at the University of Twente 
in the Netherlands, this event brought students, faculty, and staff together to 
brighten the campus and foster warm connections among participants.
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　I moved from France to Tokyo at the end of 2024 
and joined the Goda Laboratory at the Institute 
of Industrial Science. Over this first year, two 
threads kept crossing: sharing food and clarifying 
information. Both turned out to be good ways to 
build trust.
　Our lab occasionally organizes pot luck evenings. 
The format is simple and friendly: a table, a few 
homemade dishes, and time to talk. I brought 
a small tour of French comfort food: chocolate 
mousse, croque-monsieur, pommes dauphines, and 
Comté cheese with baguette. Colleagues introduced 
me to their favorites and the stories behind them. 
We exchanged a little vocabulary in Japanese and 
French, and those easy conversations made the lab 
feel welcoming from the start.
　My research follows a similar spirit of clarity. 
I work on turning complex health datasets into 
summaries that are easy to read and easy to 
believe. The approach is practical: clean the tables 

P R O M E N A D E
Bridges Made of Food and Figures

carefully, generate transparent charts, and add 
short explanations that highlight what matters. 
When the steps are visible, people can use the 
results with confidence.
　This autumn, I presented related ideas in Atlanta. 
It was a brief highlight, share what we tried, learn 
from others, then return to Tokyo with something 
concrete to improve. Outside the lab, the city keeps 
offering moments to slow down: a festival street at 
dusk, the quiet along the Tama River at sunset, the 
way seasons colour the streets. Those small scenes 
balance the workday and make a large city feel 
close.
　As the first year closes, I’m grateful for the 
welcome I received and for the chance to connect 
cultures at one table. I look forward to more 
conversations across labs and more ways to help 
data speak clearly so that good decisions are easier 
to make.

Mathieu Morgan
Researcher, Prof. Kazuo Goda Lab.

Department of Informatics and Electronics

Lab potluck at IIS
 （ French baguette and Comté shared alongside 
local dishes）

IDWeek 2025, Atlanta 
（presenting work on turning health data into clear, 
trustworthy insights）
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■編集後記■
　今号の表紙には、2026年3月に定年退
職を迎えられる平本俊郎先生にご登場い
ただきました。日本の半導体産業が再び
注目を集める中、退職後も続く先生の新
たなご活躍に期待を寄せたいと思います。
　誌面では、米TIME誌の「TIME Best 
Inventions 2025」に選出された竹内昌治
教授らの「培養チキン」や、藤田隆史
名誉教授の瑞宝中綬章受章など、喜ばし
いニュースをお伝えすることができまし
た。また、盛況となった柏キャンパス一般

公開の報告、電子計算機室 田村 研輔
先生の情報セキュリティに関する解説な
ど、生研の多岐にわたる活動も紹介して
います。
　半導体からバイオ、情報セキュリティ
まで、本号を通じて改めて生研の研究
分野の多様性を実感していただけるので
はないでしょうか。本誌が、所内の研究
者同士の分野を超えた新たな連携を生む
きっかけとなれば幸いです。

（豊田 正史）

■東京大学 生産技術研究所 広報室
〒 153-8505　東京都目黒区駒場 4-6-1
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インシデントレスポンスとデジタル・フォレンジックの概要
情報・エレクトロニクス系部門　講師　田村　研輔

　スマートフォンやSNS、AIなどのデジタルプラットフォー
ムは急速に普及し、利便性や効率性の高さから、現代の社会生
活や企業活動には不可欠なものとなっています。しかし、デジ
タルプラットフォームへの依存度が高くなるにつれ、悪用され
たり、セキュリティ侵害されたりした場合の影響は大きなもの
となってしまいます。そのような事態を防ぐためには、常日頃
から防衛策を施し、継続的に攻撃から防御することが肝要です。
一方で、防御力をできる限り高めたとしても時間の経過ととも
に情勢は変わり、技術も進展しますので、100%のディフェン
スを維持し続けることは困難です。このため、万一の備えとし
て、デジタルプラットフォームが悪用されてしまった際の対応
を考えておくことが重要になります。
　例えば、SNSが乗っ取られてしまった場合には、乗っ取られ
た原因を調査するとともに、影響が及ぶ範囲を特定し、関係者
に連絡するなどの対応が求められます。このような一連の対応
はインシデントレスポンスと呼ばれており、以下のようなプロ
セスで構成されます。
・準備：インシデント対応の準備
・検知：インシデントの検知
・調査：被害状況及び被害原因の調査
・封込：被害拡大の防止
・根絶：再発防止への対応
・復旧：サービスの復旧
・報告：対処結果の報告
・改善：改善策の提案及び実施

　これらのプロセスの中でも、被害状況を的確に把握し、被害
原因及び影響範囲を正確に特定することは特に重要であり、そ
のための解析技術及び手続きは、デジタル・フォレンジックと
呼ばれます。
　デジタル・フォレンジックの目的は、適切な手順及び手続き
を経て証拠の収集や電磁的記録の可視化を行うことで事実関係
を明らかにすることであり、具体的には対象機器やサービス/ア
プリケーションの特定、電磁的記録の保全、収集及び解析、結
果報告書の作成等の手順が含まれます。また、先の例のように、
被害発生時のインシデントレスポンスの一環としてデジタル・
フォレンジックを行うだけでなく、加害事実を明らかにするた
めに加害側のリソースに対してデジタル・フォレンジックを行
うこともあります。さらに、デジタル・フォレンジックは、PC
やスマートフォンのストレージに保存された電磁的記録に対し
て行うことも多くありますが、揮発性のメモリやネットワーク、
クラウド環境等に対しても行われます。ただし、どのような対
象であっても、デジタル・フォレンジックを行う際には、適正
な手続きで保全や解析を行う「手続きの正当性」、対象の電磁的
記録を正しく解析する「解析の正確性」、解析結果を第三者が再
現できる「第三者検証性」を確保することが重要になります。
　昨今のデジタルプラットフォームの急速な高度化や普及によ
り、高い利便性が享受できるようになる一方で、セキュリティ
侵害された際の被害は非常に大きくなってしまいます。万一の
場合に備えて、被害発生時の対応手順や連絡先を確認し、準備
しておくことが適切な対処への第一歩となります。

インシデントレスポンスの流れ（例） デジタル・フォレンジックのポイント


